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(静文内容の要旨)

ﾕ-ｻﾞﾋﾞﾘﾃｲはｺｽﾄや機能性,信頼惟などと!if;.び,ｿﾌﾄｳｪｱの基本的な価値

属性である.優れたﾕ-ｻﾞﾋﾞﾘﾃｲ品質をﾕ-ｻﾞに保証するためには,ﾕ-ｻﾞﾋﾞﾘﾃ

ｲに関わる間題点を的確に抽出する評価手法が必安である.史に,ｽｹｼﾞｭ-ﾙの遅

延やｺｽﾄの増大を出来るだけ抑えるためには,間題点の早期抽出が可能で,かつ,

ﾕ-ｻﾞﾋﾞﾘﾃｲ評価に関する尊門的ｽｷﾙを必ずしも必要としない手法であることが

望ましい.

本論文では,ｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ支援環境を中心とした独自のﾕ-ｻﾞﾋﾞﾘﾃｲ評価方式を捉

案する.第1章では,本論文の概説とともにﾋｭ-ﾏﾝｲﾝﾀﾌｪ-ｽ研究における

本研究の位置づけを述べる.第2章では,ﾕ-ｻﾞﾋﾞﾘﾃｲ評価研究の目的を工学的見

地から述べる.第3章では心理学実験手法として知られるﾌﾟﾛﾄｺﾙ解析技法をﾕ-

ｻﾞﾋﾞﾘﾃｲ評価に応用した｢ﾄﾗﾌﾞﾙ解析｣手法を捉案し,製品に適用する際の効果

と限界について述べる.特に,ﾌﾟﾛﾄｺﾙﾃﾞ-ﾀの判断指標として,操作時のﾕ-ｻﾞ

ﾄﾗﾌﾞﾙを類型化したﾄﾗﾌﾞﾙﾓﾃﾞﾙ,及び,ﾄﾗﾌﾞﾙ時の発話の特徽表硯を提案す

る.第4章ではﾄﾗﾌﾞﾙ解析手法の欠点を改善し,より高度な実用性を迫求するため

,ﾕ-ｻﾞﾋﾞﾘﾃｲ評価のｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ支援環境を捉案する.ﾕ-ｻﾞ対話履歴を分析す

ることで, UI (ﾕ-ｻﾞｲﾝﾀﾌｪ-ｽ)構造とﾕ-ｻﾞのﾒﾝﾀﾙﾓﾃﾞﾙの差異を検出

し, UIの間題点を抽出することが基本的なｺﾝｾﾌﾟﾄである.本ｺﾝｾﾌﾟﾄを具規化

するため,第5章では,ﾊﾟﾈﾙ型UIを対象とした対話履歴の視覚化技法,及び,それ

を用いた誤操作分析方式について述べる.特に,ﾕ-ｻﾞ個人差の影響を低減し,評佃

結果の客観性を高めるため,複数ﾕ-ｻﾞのﾃﾞ-ﾀから共通の誤操作ﾊﾟﾀﾝを抽出する

共通誤操作分析機能を捉案する.本方式をﾂ-ﾙとして実硯したUIﾃｽﾀを用いて,

実製品を対象とした有効惟検証実験を行った.その結果,爪荷前のﾕ-ｻﾞﾋﾞﾘﾃｲ政

善が実硯できるとともに,従来法であるﾋｭ-ﾘｽﾃｲﾂｸ評価法で抽出された問題

点の約半数の紬出が可能であることがわかった.第6章では,誤操作分析方式をGUI

(ｸﾞﾗﾌｲｶﾙﾕ-ｻﾞｲﾝﾀﾌｪ-ｽ)に対して拡張する.多面的な対訪履歴の視党

化機能を提案するとともに,共通誤操作分析のため, MRP (MaximalRepeating

Pattern)ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑを攻良し対話履歴ﾃﾞ-ﾀの分析に応用した.これをﾂ-ﾙと

して実硯したGUIﾃｽﾀとその実製品-の適用実験の結果を述べる.第7章は以l二の

総括である.
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[詮文事杢蘇果の安旨】

平成9年7月31日開催の公聴会の結果を参考に,本博土論文の審査を子J-･った結果,本論

文は提案者旭敏之君が｣二学分野における独立した研究者として十分な資質,素塵を備えて

いることを示すものであると認める.

本論丈は,ｺｽﾄや機能性などと避びｿﾌﾄｳｪｱの基本的な価値属惟とされる｢ﾕ-ｻﾞ

ﾋﾞﾘﾃｲ｣を対象とし,これをｿﾌﾄｳｪｱ開発硯場において想定される制約のもと,効

果的かつ短期間に評価する技術を提案したものである.その成果は以卜の3点に安約され

る.

(1)ﾄﾗﾌﾞﾙ分析心理学実験手法であるﾌﾟﾛﾄｺﾙ解析技法を,ﾕ-ｻﾞﾋﾞﾘﾃｲ評価

に最適化するため,発話ﾃﾞ-ﾀの分析ﾌﾟﾛｾｽを4段階に規定した.また本ﾌﾟﾛｾｽを実

行する際の判断指標として,ﾄﾗﾌﾞﾙ時の発話表硯の特徴を明らかにするとともに,あら

ゆるﾄﾗﾌﾞﾙ状況を類型化した｢ﾄﾗﾌﾞﾙﾓﾃﾞﾙ｣を新規に提案した.

(2) UI (ﾕ-ｻﾞｲﾝﾀﾌｪ-ｽ)ﾃｽﾀﾃﾞ-ﾀ分析期間の短縮と専門ｽｷﾙの不安

化を実硯するため,対話履歴分析によりUI構造とﾕ-ｻﾞﾒﾝﾀﾙﾓﾃﾞﾙの差異を検出す

る,ﾕ-ｻﾞﾋﾞﾘﾃｲ評価の自動化ｺﾝｾﾌﾟﾄを独自に捉案している.ﾌｱｸｼﾐﾘなどの

ﾊﾟﾈﾙ型UIを対象とし,本ｺﾝｾﾌﾟﾄをﾂ-ﾙとして実硯したものが｢UIﾃｽﾀ｣であ

り,操作履歴の視覚化方式や誤操作の抽出方式が新規に提案されている.

(3) GUI(ｸﾞﾗﾌｲｶﾙﾕ-ｻﾞｲﾝﾀﾌｪ-ｽ)ﾃｽﾀUIﾃｽﾀのｺﾝｾﾌﾟﾄをGUI

に拡張するため,多面的対話履歴視覚化方式を提案するとともに, MRP (Maximal

RepeatingPattern)ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑをﾍﾞ-ｽとした共通誤操作分析方式を実硯している.

上記成呆は, 3件の工業所有権登録に見られるように,そのｺﾝｾﾌﾟﾄ及び提案機能の独

創性が顕著である.また,それぞれ複数のｿﾌﾄｳｪｱ製品への適用結果が詳細に報告さ

れており,有用性,実用性の裏付けも堅固である.特に,従来技法との'jE違的,定性的な

比較分析は,本領城における研究手法として重安な示唆を含んでいる.

なお,本論文の主安部分に相当する内容は,提案者が筆頭著者となり学会論文誌3件,査

読付国際会議4作として公表されている.


